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新 エ ネル ギー 委 員 会 の お知 らせ(第336回)

日 時

場 所

令和元年9月4日(水)午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永 田町2-2-1

◆国会議事 堂前駅(丸 の 内線 ・千代 田線)① 番 出 口よ り2分 、永 田町

駅(有 楽 町線 ・半蔵 門線)① 番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関にて、通行証を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方 は、恐縮ですが、受付脇のロビー にてお待ち下さい。ま

た、会議開始後にお越 しの方は、受付 に 「第2会 議 室 に行 きたい 」

旨お伝 え下 され ば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 最 近 の再生 ・新 エネル ギー について想 う

挨拶 中島稔新エネルギー委員長

2、 長寿命 燃料電 池につ なが る電解質

解説 内田さやか東京大学大学院准教授

3、 『新エ ネルギー 関連 ニ ュー スNO.187』

解 説 中島稔 新 エネルギー 委員 長

報 告 去 る7月3日 開催 の第335回 新 エ ネル ギー 委 員 会 は、 中 島稔

新 エネルギー委員長 が議長 を務 め行 われ ま した。

は じめに、 中島委員長 よ り、「最近の再生 ・新エネル ギー について

想 う」 と題 して開会挨拶があ りま した。 日本のエネル ギーに対する安

全保障の状況は、主要国中25位 らしい。 ホル ムズ海 峡 で 日本 タンカ

ーへの攻撃があったが
、 日本が輸入す る石油の8割 が このホル ムズ海

峡 を通 る。事 故後、船舶 の保険料率が10倍 に上 が り、原 油価格 も上

が っ た。 つ けは消費者が払 う。　OPECは それ で も原 油価 格 は安 い と し、

減 産 を延長 した。 もしか してOPECの 犯 行 な ので は?と 勘 ぐって しま

う。 アメ リカ はシェールガスが採れ るよ うにな り、中東 の原油を必要

としな くなった。再生エネルギーが普及すれば、石油は必要な くなる。原油価

格が下がる動 きになると、中東で紛争が発生するのが心配だ。

次に、清原淳平専務理事よ り、石谷治東京工業大学院教授の経歴紹介があ りま

した。次に、石谷教授 より、 「人工光合成を使 ったCO2の 資源化 」 と題 して解

説 をいただきま した。石油の可採年数は50年 ともいわれ てい る。新 エネル ギ
ーで補 う努力 もなされているが、例えば太陽光発電で 日本 の電力需要 を賄お う

とすれ ば、国土の10%に 太 陽光パネル を敷 き詰 めな ければな らない。CO2濃

度 も上 が り続 けてお り、CO2の 削減 と化石燃 料 の代替 と しての活用の両面 を併

せ持つ人工光合成 を完成 させるほか、人類 の生きる道はない と考える。人工光

合成は、単純化す ると水素をつ くる技術 と、CO2か ら有機 物 を合成 す る技術 に

分 けられ る。私 の研究は、有機物 の合成が主 となる。太陽光 をレニ ウム錯体 と

い うレアメタルが吸収 し、電子を放 出する。 この電子に反応 してCO2がCOに

還元 され る。 現在 の効率 は82%で あ る。 レアメ タル を使 わない光触媒も、炭

素 ・窒素 ・鉄、あるいは銅 とマ ンガンの組み合わせ なら高効率であることも発

見 した。人工光合成が実用化 され るのは2050年 頃 とい う見通 しで あ り、現 在

は実用化の第一歩を踏み出 した とい う状況である。

まず、中島稔委員長 よ り 『新エネルギー関連ニュースN・.186』 の解 説 が あ

りま した。 今 回は 、○カ リウムイオン電池電解液の混合比率を変 え出力向上に

成功。長寿命化が次の課題。固体酸化物型燃料電池 の新空気極材 を開発。○工

場排出ガスか ら取 り出 した水素を燃料 として活用す るシステムの実証事業。O

G20で 水素 活 用技術 をア ピール 。製 造 コス トを他 と同様 まで下げ られ るか?

○遠州 灘沖 に洋 上風力発 電計 画。漁業者 との調整は済んでお らず、5年 後 に見

込む運 転 開始 に こぎつ けられ るか。○バイオ燃料作 る酵素 を特定。ア ミノ酸 の

働きが重要。○尖閣諸島防衛に水中 ドローン活用構想。○触媒を劣化 させず に

水か らアンモニアをつ くる方法。 ヨウ化サマ リウムとい う試薬で触媒の劣化が

遅 くなることが判明。な どの解説があ り、一同大いに勉強にな りま した。

★レクチュアにつき、当日会費 会員千円にご協力を。

次回、9月4日(水)の 新エネルギー委員会に

御芳名

出 一 欠(い ずれかに○印)

貴方様のFAX

テロ対策への警備からの要請上、会 員に限 ります。

非会員で参加希望者は、2日 前までに履歴書 をご提 出下さい。

(その際の会費は二千円 とな ります。)
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